
授業科目 単位（時間）

科目目標

教育方法 担当者

講義 三浦

講義

演習

試験 三浦

テキスト/参
考書/視聴覚
/その他の教
材

成績評価の
方　法

　備　考

系統看護学講座　看護の統合と実践（２）医療安全　（医学書院）

筆記試験（100点）、レポート、出席状況等で総合的に評価する。

1

　　吸入療法機器、吸引機、ペースメーカー、輸液ポンプ

外部
講師

６．医療用器具の取り扱い

　　医療機器とは、医療機器の安全管理、事故と対策

　　診断・観察用医療機器（心電図モニター、心電計、

　　パルスオキシメーターなど）

　　治療用医療機器（ＡＥＤ、人工呼吸器、酸素療法機器

4

医療安全の基礎的知識の特徴を理解し、倫理観と確実な看護実践の必要性を理解す
る。また、医療機器について学ぶ。

授業内容

時間

10

７．試験・まとめ

　　など）　　　　　　　　　　　　見学・演習含む

1．看護・医療事故の実態

分野 開講年次 講師名

専門分野 医療安全 １（１５） ２年前期
三浦　久美
外部講師

（実務経験あり）

　１）医療事故の定義・実態

２．医療事故とヒューマンエラー

　１）ヒューマンエラーの種類

　２）ヒューマンファクター

　３）看護事故の構造

３．医療事故における安全確保と事故防止

　１）看護事故防止の考え方

　２）システムの改善と組織的対策

　３）正しい業務ができる人材の育成

４．ＫＹＴ（危険予知訓練）

　１）ＫＹＴ演習

５．看護職の責任と法的責任

　１）医療事故に伴う看護職の法的責任

　２）安全を守るコミュニケーション


